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江差・上ノ国下水道管理センター曝気装置インバータ取替工事の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取替工事内容 

曝気装置インバータ ２台取替 

 事業費 3,024 千円  

財源内訳 一般会計繰入 1,737 千円 

     上ノ国町負担 1,287 千円 

５月２３日に江差・上ノ国下水道管理センター№１－２曝気装置が異常停

止したため、原因調査を実施し、５月２５日に本体内部の主回路コンデンサ

ーの破裂が原因と判明。 

曝気装置インバータ外見、内部状況写真 

経 過 

曝気装置インバータの役割 

曝気装置とは、下水を処理するにあたり、「微生物」（活性汚泥）に酸素

を供給、水流確保をさせる役割を担っております。 

インバータは酸素供給と水流循環の回転数制御し、酸素供給量の調整

や、また、電力量の低減に不可欠な制御機器となります。 
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江
差
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
）
 

第
８
条
の
３
 
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
が
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
子
（
民
法
（
明
治
２
９
年
法
律
第
８
９
号
）
第
８
１
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
 

よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に

つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に

係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童

福
祉
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り

同
法
第
６
条
の
４
第
２
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い

る
児
童
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
規
則
で
定
め
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
は
、
公
務
の
運
営
に

支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
職
員
に
当
該
請
求

に
係
る
早
出
遅
出
勤
務
（
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
職
員
が
育
児
又
は
介
護
を
行
う
た

め
の
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
特
定
の
時
刻
と
す
る
勤
務
時
間
の
割
振

り
に
よ
る
勤
務
を
い
う
。
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 

 
(
1
)
・

(
2
)
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
は
、
第
１
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
次
に
掲
げ
る
職
員
が
、
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
子
（
民
法
（
明
治
２
９
年
法
律
第
８
９
号
）
第
８
１
７
条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特

別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事

審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
職
員
が
現
に

監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
２
７
条
第
１
項

第
３
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
６
条
の
４
第
２
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
）
 

第
８
条
の
３
 
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
が
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
 

そ
の
子
（
民
法
（
明
治
２
９
年
法
律
第
８
９
号
）
第
８
１
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
 

よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
 

つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
 

係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
 

福
祉
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
 

同
法
第
６
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
里
親
 
 
 
 
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
 

る
児
童
の
う
ち
、
当
該
職
員
が
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
 

る
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
規
則
で
定
め
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
 

び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
は
、
公
務
の
運
営
に
 

支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
職
員
に
当
該
請
求
 

に
係
る
早
出
遅
出
勤
務
（
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
職
員
が
育
児
又
は
介
護
を
行
う
た
 

め
の
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
特
定
の
時
刻
と
す
る
勤
務
時
間
の
割
振
 

り
に
よ
る
勤
務
を
い
う
。
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 

 
(
1
)
・

(
2
)
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
は
、
第
１
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
 

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
次
に
掲
げ
る
職
員
が
、
規
則
で
定
 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
子
（
民
法
（
明
治
２
９
年
法
律
第
８
９
号
）
第
８
１
７
条
 

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
 

別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
 

審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て

、
当
該
職
員
が
現
に
 

監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
２
７
条
第
１
項
 

第
３
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
６
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
里
親
 
 
 
 
で
あ
る
 

4

資料３



江
差
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
規
則
で
定
め
る
者
を

含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
」
と
あ
る
の
は
「
第
１
６
条

第
１
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
の
あ
る
職
員
が
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
要
介
護
者
を
介
護
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
（
略
）
 

職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
当
該
職
員
が
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
 

る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
規
則
で
定
め
る
者
を
 

含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
」
と
あ
る
の
は
「
第
１
６
条
 

第
１
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
の
あ
る
職
員
が
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
 

該
要
介
護
者
を
介
護
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
（
略
）
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江
差
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
者
）
 

第
２
条
の
２
 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭

和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
６
条
の
４
第
１
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
で
あ
る
職

員
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
２
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
６
条
の
４
第
２
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
し
て
当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
職
員
に
限
る
。
）
に
同
法
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
委
託

さ
れ
て
い
る
当
該
児
童
と
す
る
。
 

 （
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
な
事
情
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

(
1
)
～

(
5
)
 
略
 

 
(
6
)
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、

育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
３
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
１
８
年
法
律
第
７
７
号
）
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児

童
福
祉
法
第
２
４
条
第
２
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ

の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
 

き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
 

休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。
 

(
7
)
・

(
8
)
 
略
 

 （
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）
 

（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
者
）
 

第
２
条
の
２
 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭

 

和
２
２
年
法
律
第
１
６
４
号
）
第
６
条
の
４
第
２
項
に
規
定
す
る
養
育
里
親
で
あ
る
職
 

員
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
２
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
 

同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
６
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
里
親
で
あ
っ
て
養
子
縁
 

組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
と
し
て
当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ
 

と
が
で
き
な
い
職
員
に
限
る
。
）
に
同
法
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
 

さ
れ
て
い
る
当
該
児
童
と
す
る
。
 

 （
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
な
事
情
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

(
1
)
～

(
5
)
 
略
 

 
(
6
)
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
 

き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
 

休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。
 

(
7
)
・

(
8
)
 
略
 

 （
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）
 

6
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江
差
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正
前
 

第
４
条
 
育
児
休
業
法
第
３
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負

傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、

育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、

当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
の
請
求
時
に

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
延
長
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障

が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
と
す
る
。
 

 （
育

児
短

時
間

勤
務

の
終

了
の

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
経

過
し

な
い

場
合

に

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）
 

第
１
０
条
 
（
略
）
 

(
1
)
～

(
6
)
 
略
 

(
7
)
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、
育

児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申

込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
短
時
間

勤
務
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
 

該
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
 

育
に
著
し
い
障
害
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。
 

第
４
条
 
育
児
休
業
法
第
３
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負
 

傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
の
請
求
時
に
 

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
 

子
に
つ
い
て
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
延
長
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
 

が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
と
す
る
。
 

 （
育

児
短

時
間

勤
務

の
終

了
の

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
経

過
し

な
い

場
合

に

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）
 

第
１
０
条
 
（
略
）
 

(
1
)
～

(
6
)
 
略
 

 
(
7
)
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
の
育
児
短
時
間
 

勤
務
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
 

該
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
 

育
に
著
し
い
障
害
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。
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○
 
第

２
条

１
　
課
税
免
除
の
対
象
業
種
の
廃
止
及
び
追
加

《
平

成
2
9
年

4
月

1
日

適
用

》

（
課
税
免
除
の
対
象
等
）

過
疎

地
域

自
立

促
進

特
別

措
置

法
の

改
正

に
よ

り
、

地
方

税
の

課
税

免
除

又
は

不
均

一
課

税
に

伴
う

措
置

の
対

象
業

種
の

拡
充

が
行

わ
れ

た
こ

と
か

ら
、

課
税

免
除

の
対

象
と

な
る

業
種

に
つ

い
て

『
情

報
通

信
技

術
利

用
事

業
』

を
廃

止
し

、
新

た

に
『

農
林

水
産

物
等

販
売

業
』

を
追

加
す

る
も

の
。

過
疎

地
域

自
立

促
進

の
た

め
の

固
定

資
産

税
の

課
税

の
特

例
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

の
概

要

改
正

項
目

等
改

　
　

　
　

　
　

　
正

　
　

　
　

　
　

　
概

　
　

　
　

　
　

　
要

8
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過
疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
課
税
免
除
の
対
象
等
）
 

（
課
税
免
除
の
対
象
等

）
 

第
２
条
 
町
内
に
お
い
て
、
製
造
の
事
業
、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
 
 
若
し
く
は
旅

館
業
（
下
宿
営
業
を
除
く
。
）
の
用
に
供
す
る
設
備
（
以
下
「
工
業
生
産
等
設
備
」

と
い
う
。
）
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
者
（
町
内
に
お
い
て
事
業
を
営
み
、
か

つ
、
公
害
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
者
で
町
長
が
認
め
る

も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
に
係
る
工
業
生
産
等
設
備
で
あ
つ
て
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
３
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
１
２
条
第
１
項
の
表
の
第
１

号
、
又
は
同
法
第
４
５
条
第
１
項
の
表
の
第
１
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
設
備

で
あ
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
並
び
に
当
該
家
屋
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
平
成
１
２

年
４
月
１
日
以
後
に
お
い
て
取
得
し
た
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
土
地
に
つ
い
て
は
、

そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当

該
家
屋
の
建
設
の
着
手
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
。
）
（
以
下

「
適
用
資
産
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
（
当
該
適
用
資
産
を

取
得
し
た
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
度
以

降
３
箇
年
度
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。
 

第
２
条
 
町
内
に
お
い
て
、
製
造
の

事
業
、
情
報
通
信

技
術
利
用

事
業
若
し

く
は
旅

館
業
（
下
宿
営
業
を
除
く
。
）
の
用
に
供
す
る
設
備
（
以
下
「
工
業
生
産
等
設
備
」

と
い
う
。
）
を
新
設
し
、
又

は
増
設

し
た
者
（
町
内
に
お
い
て
事

業
を

営
み

、
か

つ
、
公
害
を
防
止
す
る
た
め

の
適
切

な
措
置
を
講
じ
て
い
る
者
で

町
長

が
認

め
る

も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

、
そ
の

事
業
に
係
る
工
業
生
産
等
設

備
で

あ
つ

て
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
３
２

年
法
律

第
２
６
号
）
第
１
２
条
第
１

項
の

表
の

第
１

号
、
又
は
同
法
第
４
５
条
第

１
項
の

表
の
第
１
号
の
規
定
の
適
用

を
受

け
る

設
備

で
あ
る
家
屋
及
び
償
却
資
産

並
び
に

当
該
家
屋
の
敷
地
で
あ
る
土

地
（

平
成

１
２

年
４
月
１
日
以
後
に
お
い
て

取
得
し

た
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
土

地
に
つ
い
て
は
、

そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し

て
１
年
以
内
に
当
該
土
地
を

敷
地

と
す

る
当

該
家
屋
の
建
設
の
着
手
が
あ

つ
た
場

合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
限

る
。

）
（

以
下

「
適
用
資
産
」
と
い
う
。
）

に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
（
当

該
適

用
資

産
を

取
得
し
た
日
以
後
最
初
に
到

来
す
る

固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
の

属
す

る
年

度
以

降
３
箇
年
度
に
お
け
る
も
の

に
限
る

。
）
を
免
除
す
る
も
の
と
す

る
。
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繁
次
郎
の
里
簡
易
宿
泊
施
設
設
置
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正
後
 

改
正

前
 

別
表
（
第
５
条
関
係
）
 

別
表
（
第
５
条
関
係
）
 

【
別
記
1
 
参
照
】
 

【
別
記
1
 
参
照
】
 

10

資料６



 

【
別
記
1
】
 

 

改
正
後
 施

設
名
 

使
用
料
（
１
泊
１
棟
）
 

繁
次
郎
番
屋
 

２
人
ま
で
 
６
，
３
０
０
円
 

３
人
ま
で
 
８
，
４
０
０
円
 

４
人
ま
で
 
１
０
，
５
０
０
円
 

 
 
 
 
利
用
者
が
４
名
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え
る
（
幼
児
を
除
く
。
）
１
人
に
つ
い
て
２
，
１
０
０
円

を
加
算
す
る
。
 

 

 

改
正
前
 施

設
名
 

使
用
料
（
１
泊
１
棟
）
 

繁
次
郎
番
屋
 

２
人
ま
で
 
６
，
３
０
０
円
 

３
人
ま
で
 
８
，
４
０
０
円
 

４
人
ま
で
 
１
０
，
５
０
０
円
 

１
 
利
用
者
が
４
名
を
超
え
る
場
合
は

、
超
え
る
（

幼
児
を
除
く

。
）
１
人

に
つ

い
て

２
，

１
０

０
円

を
加
算
す
る
。
 

２
 
宿
泊
を
し
な
い
で
、
日
中
の
み
利
用
す

る
場
合
は

使
用
料
は
２
分
の
１
と
す
る

。
 

た
だ
し
、
前
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い

。
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南が丘ふれあいセンター外塀改修の概要  

（事業費：３９４千円）  
江差町南が丘ふれあいセンター条例（平成７年条例第２０条）に規定する施設 
所在地：江差町字南が丘７番地２９７  
【事業概要】  
当該施設東側の町道に沿って設置されている外塀（裏口階段側の木製塀含む）

について、４月１８日から１９日の強風により破損及び一部倒壊が生じたため改

修するもの。 
また、当該外塀に面している町道は、小・中学校の通学路にも指定されており

今後、倒壊のおそれもあることから、早急に改修するもの。   
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町営レストラン空調設備修繕の概要

１ 事 業 費 ２６５千円

２ 工事箇所 下図 赤枠内

３ 工事概要 部品製作及び取換え

○施行箇所（現状）

赤枠内経年劣化に

よる破損

○施行箇所（現状）

上記箇所破損によ

りモーター軸がズ

レている

※青線：本来軸

黄線：現状
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収
入

（
単
位
：
千
円
）

団
体
名

項
　
　
　
目

予
算
額

1
江
差
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

協
賛
金

1
,5
0
0

2
江
差
商
工
会

江
差
町
補
助
金

2
,0
0
0

3
江
差
建
設
協
会

合
　
計

3
,5
0
0

4
北
洋
銀
行
江
差
支
店

支
出

5
道
南
う
み
街
信
用
金
庫

項
　
　
　
目

予
算
額

6
法
華
寺
通
り
商
店
街
協
同
組
合

煙
火
経
費

2
,7
0
0
打
上
料
金

7
山
ノ
上
商
盛
会

設
備
費

2
0
0
音
響

8
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
青
年
部

警
備
費

3
5
7

9
江
差
商
工
会
青
年
部

警
備
会
社
委
託

1
0
江
差
地
域
活
性
化
協
力
隊

警
備
用
資
材
一
式

1
1
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
江
差
支
所

広
告
費

3
0
チ
ラ
シ
折
込
手
数
料

1
2
歴
ま
ち
商
店
街
協
同
組
合

運
営
費

7
8

1
3
中
央
通
り
商
店
街
協
同
組
合

申
請
手
数
料

1
4
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
㈱
江
差
支
店

保
険
料

1
5
あ
す
な
ろ
学
園

消
耗
品

1
6
北
海
道
電
力
㈱
江
差
営
業
所

事
務
費

1
0
振
込
手
数
料

1
7
八
大
龍
王
神
八
江
聖
団
本
宮

予
備
費

1
2
5

1
8
江
差
旅
館
組
合

合
　
計

3
,5
0
0

　
実
行
委
員
会
構
成
団
体
名
簿

か
も
め
島
ま
つ
り
花
火
大
会
実
行
委
員
会
補
助
金
の
概
要 内
　
　
　
容

収
支
予
算
見
込
み 備
　
　
　
　
　
　
考
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［単位：千円］

・新幹線車内誌での広告掲載

・ポスター製作、新幹線駅等での掲示

・イベントブースでのＰＲ（制作委託）

(2)映像制作・番組放送
・ＢＳテレビ番組放送
・ダイジェスト版製作（多言語版含む）

(3)雑誌掲載・パンフ作成

(1)記念シンポジウム開催 江差、札幌開催

(2)「ニシンのぼり」等制作
・ニシンのぼり（大型）　10本
・ＰＲのぼり製作　50本　他

(3)ＶＲを活用した
　体験コンテンツ制作

・ＡＲ、ＶＲプラットフォーム、
　コンテンツ制作

(4)「家印づくり」など
　体験プログラム整備

・家印製作プログラム開発

(1)FIT型インバウンド誘致

(2)台湾観光客の誘客

4.公開活用の
ための整備

　紹介拠点施設の整備 ・旧郡役所の整備 600

5.事務費 　旅費、消耗品費 3,133

50,972

［単位：千円］

説　　　　明 金　　額

協議会として実施する事業のうち、国庫
補助金対象外経費分として

257

日本遺産連盟負担金
補助対象前事務経費　他

20,000

21,091

内　　　　訳

協議会への負担金

１．平成29年度『日本遺産魅力発信推進事業』要望状況

事業メニュー 事業の概要区　分 事業費

合                           計

１．情報発信
・人材育成

3.調査研究

(1)江差町日本遺産ＰＲ事業

　○補助事業の実施は６月３０日からで、運転資金が必要

　○貸付金に関する要綱を作成

　　-要綱に記す主な内容-

　　　　貸付先／金額／利子（無利子）償還時期（平成３０年３月３０日期限）

日本遺産地域活性化推進事業の概要

30,275２．普及啓発

庁　　　　　　費 834

要 求 額 計

協議会への貸付金

３．貸付金に関して

　○協議会に対する国からの補助金概算払い時期は未定（平成２８年度実績で２月）

14,082

2,882

２．第2回定例会補正予算要求
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電柱

江差追分会館

町営レストラン

電柱

高圧キュービクル

上図 は分電盤

◆工事概要◆

○平成２９年３月実施 町営レストラン施設低圧化

↓

○現在の江差追分会館 高圧により受電中

●今定例会提案工事 江差追分会館の低圧化

↓

●レストラン２階高圧キュービクル撤去

↓

●江差追分会館冷暖房設備更新

追分会館・山車会館低圧受電切替及び

冷暖房機器整備等の概要

事業費 ５，３８６千円

16
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地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事
業
の
概
要

１
事
業
名

江
差
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

２
事
業
内
容

【
ハ
ー
ド
事
業
：
江
差
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
】
（
港
湾
管
理
費
）

江
差
港
マ
リ
ー
ナ
艇
庫
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
と
し
て

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
滞
在
型
・
着
地
型
観
光
を
推
進
す
る
。

＜
総
事
業
費
及
び
交
付
金
額
＞

○
総
事
業
費
：
５
４
，
５
９
５
千
円
※
補
正
予
算

・
工
事
請
負
費
（
内
部
・
外
壁
・
屋
根
改
修
・
仮
設
工
事
：
4
7
,
5
7
4
千
円
）

・
委
託
料
（
設
計
業
務
、
工
事
施
工
監
理
業
務
委
託
：
7
,
0
2
1
千
円
）

○
交
付
金
申
請
額
：
２
７
，
２
９
７
千
円
（
交
付
率
1
/
2
）

【
ソ
フ
ト
事
業
：
江
差
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業
】
（
保
健
体
育
総
務
費
）

江
差
港
マ
リ
ー
ナ
を
活
用
し
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

＜
総
事
業
費
及
び
交
付
金
額
＞

○
総
事
業
費
：
５
，
０
５
８
千
円
（
交
付
対
象
事
業
費
：
４
，
８
７
６
千
円
）

※
食
糧
費
・
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
交
付
対
象
外
。

・
報
償
費
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
謝
礼
：
3
5
1
千
円
）
※
当
初
予
算
計
上
済

・
需
用
費
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
一
式
：
1
5
0
千
円
、
燃
料
費
：
5
0
千
円
、
食
糧
費
：
3
2
千
円
）
※
当
初
予
算
計
上
済

・
役
務
費
（
チ
ラ
シ
折
込
手
数
料
：
2
7
千
円
）
※
当
初
予
算
計
上
済

・
役
務
費
（
廃
棄
物
処
理
手
数
料
等
：
1
5
3
千
円
）
※
補
正
予
算

・
賃
借
料
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
賃
借
：
4
0
千
円
）
※
当
初
予
算
計
上
済

・
備
品
購
入
費
（
救
助
用
ボ
ー
ト
：
2
,
6
1
5
千
円
、
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
：
1
4
0
千
円
）
※
当
初
予
算
計
上
済

・
備
品
購
入
費
（
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
：
1
,
5
0
0
千
円
）

※
補
正
予
算

○
交
付
金
申
請
額
：
２
，
４
３
８
千
円
（
交
付
率
1
/
2
)

※
当
初
予
算
で
は
、
そ
の
他
財
源
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）
を
充
当
す
る
こ
と
で
計
上
。

体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
の
た
め
事
業
費
を
追
加
（
マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
購
入
等
）
す
る
と
と
も
に
国
庫
補
助
金
と
し
て
財
源
更
生
。
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平成２９年度芸術文化振興基金（民族文化財の保存活用活動）の概要 

 

○助成団体     独立行政法人 日本芸術文化振興会 

○助成対象団体   江差町 

○助成対象経費   １，１９７千円 

○助成金決定額     ４３０千円（1/2 以内） 

 

【申請内容】 

団  体  名 江差町 

ふ り が な 

活  動  名 

えさしきょうどげいのうでんしょうじぎょう 

江差郷土芸能伝承事業 

活

動

の

目

的

及

び

内

容

 

（本活動の企画意図） 

町内に残る北海道指定、町指定の９つの民俗芸能が将来に渡って伝承されるよう一般公開による本番

の機会を設けると共に、地域住民がふるさとの歴史・文化に触れる機会を設ける。 

また、９つの郷土芸能の由来などを記したプログラム兼パンフレットを作成する。 

（本活動の社会に対する波及効果） 

○郷土芸能保存団体における後継者育成並びに継承に対する意識の高揚 

○郷土芸能に関する一般町民の理解を高める 

（実施時期） 

平成３０年 ２月１１日 

（実施場所[所在地]） 

江差町文化会館 

（実施回数）

１回 
（実施内容） 

◆江差郷土芸能伝承まつり 

  町内に存在する次の道指定・町指定の無形民俗文化財のうち、郷土芸能が次の９つ存在する。 

 これらの団体の中には、日頃から地域イベントや行事などに出演が多い団体や、地域の祭りなどで細々

と継承されているものなど現時点における活殿の状態に濃淡がある。そんな中で日頃から出演が多い

団体については保存会会員であっても、若手メンバーが舞台に立つ機会に恵まれない。一方、地域に

細々と残る団体は、舞台への出演機会がないことが日頃の練習量低下を招くなど、保存伝承にそれぞ

れ課題がある。 

  これらを一堂に集め地域最大のホールで「郷土芸能伝承まつり」と一般公開することで各団体の保

存伝承環境を整えるとともに、町内に残る郷土芸能を広く町民に見ていただく機会を作る。 

 ○道指定 江差追分／江差三下り／五勝手鹿子舞／江差沖揚げ音頭／江差餅搗き囃子 

○町指定 江差鮫踊り／田沢鹿子舞／江差追分踊り／土場鹿子舞 

 

◆江差郷土芸能伝承に向けたパンフレット作成・・・・・１，０００部 

芸能の由来と演目の説明などを紹介するパンフレットは、町民が自らの町の郷土芸能をより身近な

ものと感じていただくため、あるいは各保存会が町内外で行われる公演において配布することで広く

江差の郷土芸能を周知する。 

 

地方公共団体による指定等の状況 

○道指定 江差追分（Ｓ52.4.13）／江差三下り（Ｓ57.6.30）／五勝手鹿子舞（Ｓ38.12.24）／江差沖揚げ音

頭（Ｓ38.12.24）／江差餅搗き囃子（Ｓ57.6.30） 

○町指定 江差鮫踊り（H3.11.26）／田沢鹿子舞（Ｓ48.2.5）／江差追分踊り（H7.6.13）／土場鹿子舞（Ｓ

48.2.5） 

 

後援者名 後援：江差町民芸団体連絡協議会 

 

③ 
③

④ 
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江差町パークゴルフ場管理棟雨漏り修繕工事の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１８日に発生した暴風雨により、管理棟天井等から雨漏りがあり床面が水浸しと

なった。１階屋根の腐食及び外壁目地コーキングの劣化が要因とされる。 

 

 

修繕工事内容 

 

１階屋根葺替工（下地共） 10 ㎡ 

１階屋根上外壁サイディング張替 6.6 ㎡ 

サイディング張替箇所塗装 6.6 ㎡ 

１階屋根上外壁コーキング 40.2m 

１階既存木部廻りコーキング 一式 

 

事業費 362 千円 

管理棟内部の雨漏りの状況写真 
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朝日町民体育館雨漏り修繕工事の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１８日に発生した暴風雨により、体育館内部壁から雨漏りがあり、調査の結果、

外側窓枠並びに外壁目地のコーキングに劣化が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

修繕工事内容 

 

コーキング撤去 76.4m 

窓廻り変成シリコン 51.6m 

外壁目地変成シリコン 24.8m 

 

事業費 153 千円 

体育館外観図面 

体育館内部の雨漏りの状況写真 
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檜
山
管
内
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
新
旧
対
照
表
 

新
 

旧
 

 （
設
置
）
 

第
１
条
 
江
差
町
、
上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部
町
、
奥
尻
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町
、

江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
、
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
、
南
部
桧
山
衛
生

処
理
組
合
及
び
檜
山
広
域
行
政
組
合
（
以
下
、「

関
係
町
」
と
い
う
。
）
は
、
共
同
し
て
公

平
委
員
会
を
設
置
す
る
。
 

 第
２
条
～
第
９
条
（
略
）
 

 附
 
則
 

こ
の
規
約
は
、
平
成
２
９
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 （
設
置
）
 

第
１
条
 
江
差
町
、
上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部
町
、
奥
尻
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町
、

江
差
町
ほ
か
２
町
学
校
給
食
組
合
、
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
、
南
部
桧
山
衛
生

処
理
組
合
及
び
檜
山
広
域
行
政
組
合
（
以
下
、「

関
係
町
」
と
い
う
。
）
は
、
共
同
し
て
公

平
委
員
会
を
設
置
す
る
。
 

 第
２
条
～
第
９
条
（
略
）
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檜
山
管
内
行
政
不
服
審
査
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
新
旧
対
照
表
 

新
 

旧
 

 （
設
 
置
）
 

第
１
条
 
江
差
町
、
上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部
町
、
奥
尻
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町
、

江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
、
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
、
南
部
桧
山
衛

生
処
理
組
合
及
び
檜
山
広
域
行
政
組
合
（
以
下
「
関
係
町
」
と
い
う
。
）
は
、
行
政
不

服
審
査
法
（
平
成
２
６
年
法
律
第
６
８
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
８
１
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す

る
た
め
、
共
同
し
て
行
政
不
服
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
。
 

 第
２
条
～
第
９
条
（
略
）
 

 附
 
則
 

こ
の
規
約
は
、
平
成
２
９
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 （
設
 
置
）
 

第
１
条
 
江
差
町
、
上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部
町
、
奥
尻
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町
、

江
差
町
ほ
か
２
町
学
校
給
食
組
合
、
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
、
南
部
桧
山
衛

生
処
理
組
合
及
び
檜
山
広
域
行
政
組
合
（
以
下
「
関
係
町
」
と
い
う
。
）
は
、
行
政
不

服
審
査
法
（
平
成
２
６
年
法
律
第
６
８
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
８
１
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す

る
た
め
、
共
同
し
て
行
政
不
服
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
。
 

 第
２
条
～
第
９
条
（
略
）
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【平成28年度 国・道への要望等状況一覧】 

（平成29年3月1日から平成29年3月31日） 

要望団体 要  望  内  容 要 望 先 備  考 

江差町 

 

■懸案事項要望 

 ○高規格幹線道路「函館・江差 

自動車」の整備に係る木古内・

江差間の早期着手について 

国土交通大臣 

   

3月24日 

（要望書提出）
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